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2022年８月期 決算サマリー 

連結業績                                                 (単位：億円) 

 
 

グループ事業別業績                           (単位：億円) 

 
 

【決算ハイライト】  

■2022年８月期の連結業績：通期は増収、大幅な増益。過去最高の業績を更新 

・売上収益は２兆 3,011 億円、前期比 7.9％増、営業利益は 2,973 億円、同 19.4％増、親会社の所有者に帰属

する当期利益は 2,733 億円、同 60.9％増。円安による業績の押し上げ影響を除いても、営業利益は前期比で

約 14％増、親会社の所有者に帰属する当期利益は約 16％増と過去最高を更新。 

・グローバルで服に対する需要が回復したことに加え、継続的に LifeWear（究極の普段着）のブランディング

を強化したこと、生産や物流などの環境変化に機動的に対応したことで各国・各地域で売上が着実に回復 

・１株当たり期末配当金は 340 円の予定。上期の 280 円と合わせ年間配当金は 620 円と前年比 140 円の増配。 

 

■国内ユニクロ事業：通期は減収増益。下期は増収、大幅増益と業績が回復 

・通期の既存店売上高は前期比 3.3％減。上期は前年同期比 9.0％減、下期は感動ジャケット・パンツ、シャ

ツなど外出ニーズにマッチした商品や、夏物商品の販売が好調で、同 4.7％増。 

売上収益 21,329 12,189 ＋1.3% 10,821 ＋16.3% 23,011 ＋7.9% 26,500 ＋15.2%

100.0% 100 .0% - 100 .0% - 100 .0% - 100 .0% -

売上総利益 10,739 6,290 ＋4.8% 5,777 ＋22.0% 12,068 ＋12.4% - -

（売上比） 50.3% 51 .6% ＋1.7p 53 .4% ＋2.5p 52 .4% ＋2.1p - -

販管費 8,184 4,392 ＋4.4% 4,608 ＋15.9% 9,001 ＋10.0% - -

（売上比） 38.4% 36 .0% ＋1.0p 42 .6% ▲0.2p 39 .1% ＋0.7p - -

事業利益 2,555 1,898 ＋5.6% 1,168 ＋54.1% 3,067 ＋20.0% 3,500 ＋14.1%

（売上比） 12.0% 15 .6% ＋0.7p 10 .8% ＋2.6p 13 .3% ＋1.3p 13 .2% ▲0.1p

その他収益・費用 ▲65 ▲5 - ▲ 88 - ▲ 93 - - -

（売上比） - - - - - - - - -

営業利益 2,490 1,892 ＋12.7% 1,080 ＋33.3% 2,973 ＋19.4% 3,500 ＋17.7%

（売上比） 11.7% 15 .5% ＋1.5p 10 .0% ＋1.3p 12 .9% ＋1.2p 13 .2% ＋0.3p

金融収益・費用 168 232 ＋565.5% 929 ＋595.9% 1,162 ＋589.6% - -

（売上比） 0.8% 1 .9% ＋1.6p 8 .6% ＋7.2p 5 .1% ＋4.3p - -

税引前利益 2,658 2,125 ＋24.0% 2,010 ＋113.0% 4,135 ＋55.6% 3,500 ▲15.4%

（売上比） 12.5% 17 .4% ＋3.1p 18 .6% ＋8.5p 18 .0% ＋5.5p 13 .2% ▲4.8p

親会社の所有者に
帰属する当期利益 1,698 1,468 ＋38.7% 1,264 ＋97.7% 2,733 ＋60.9% 2,300 ▲15.9%

（売上比） 8.0% 12 .0% ＋3.2p 11 .7% ＋4.8p 11 .9% ＋3.9p 8 .7% ▲3.2p

2023年8月期

通期実績

2021年8月期

前期比(20/9～21/8 ) (21/9～22/2) 前年同期比 (22/3～22/8) 前年同期比 (21/9～22/8) 前期比 (22/9～23/8)

上期実績 下期実績 通期実績

2022年8月期

通期予想

売上収益 8,426 4,425 ▲10.2% 3,677 ＋5.0% 8,102 ▲3.8%

事業利益 1,266 794 ▲18.4% 499 ＋70.2% 1,293 ＋2.1%

（売上比） 15.0% 18.0% ▲1.8p 13.6% ＋5.2p 16.0% ＋1.0p

営業利益 1,232 809 ▲17.3% 431 ＋69.9% 1,240 ＋0.6%

（売上比） 14.6% 18.3% ▲1.6p 11.7% ＋4.5p 15.3% ＋0.7p

売上収益 9,301 5,932 ＋13.7% 5,254 ＋28.7% 11,187 ＋20.3%

事業利益 1,182 1,037 ＋36.8% 642 ＋51.6% 1,679 ＋42.1%

（売上比） 12.7% 17.5% ＋3.0p 12.2% ＋1.8p 15.0% ＋2.3p

営業利益 1,112 1,003 ＋49.7% 579 ＋31.4% 1,583 ＋42.4%

（売上比） 12.0% 16.9% ＋4.0p 11.0% ＋0.2p 14.2% ＋2.2p

売上収益 2,494 1,228 ▲7.4% 1,232 ＋5.5% 2,460 ▲1.4%

事業利益 216 101 ▲38.1% 96 ＋85.6% 198 ▲8.2%

（売上比） 8.7% 8.3% ▲4.1p 7.9% ＋3.4p 8.1% ▲0.6p

営業利益 201 93 ▲40.9% 72 ＋69.9% 166 ▲17.4%

（売上比） 8.1% 7.6% ▲4.4p 5.9% ＋2.2p 6.8% ▲1.3p

売上収益 1,082 589 ＋8.1% 641 ＋19.6% 1,231 ＋13.8%

事業利益 ▲58 4 - ▲ 6 - ▲ 2 -

（売上比） - 0.7% - - - - -

営業利益 ▲16 10 - ▲ 18 - ▲ 7 -

（売上比） - 1.8% - - - - -

(22/9～23/8) 前期比

下期実績 通期実績

前年同期比

2022年8月期

上期実績

2021年8月期

(20/9～21/8 ) (21/9～22/2) 前年同期比 (22/3～22/8)

グローバル
ブランド事業

ジーユー事業

国内ユニクロ事業

海外ユニクロ事業

通期実績
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・売上総利益率は、値引き販売の抑制により 2.5 ポイント改善。売上高販管費率は 1.5 ポイント上昇。 

 

■海外ユニクロ事業：通期は大幅な増収増益。欧州、米国は収益が大幅に改善 

・売上収益は１兆1,187億円、前期比20.3％増、営業利益は1,583億円、同42.4％増、と大幅な増収増益。 

現地通貨ベースでも増収、大幅な増益を達成。 

・グレーターチャイナは、新型コロナによる行動規制の影響を受け、大幅な減益。ただし第４四半期３カ月間

は増収、大幅増益と業績が回復。 

・その他アジア・オセアニア地区は、前期比約６割の大幅な増収、営業利益も３倍を超える大幅な増益。 

・北米、欧州は、大幅な増収、黒字化、営業利益率は約10％を達成。ユニクロのプレゼンスが徐々に確立さ

れ、新規のお客様も増加。 

 

■ジーユー事業：通期は減収、大幅な減益 

・売上収益は2,460億円、前期比1.4％減、営業利益は166億円、同17.4％減。 

・上期は、生産や物流の遅延により売れ筋商品をタイムリーに投入できず欠品が発生し、減収、大幅な減益 

・下期は増収、大幅な増益。商品構成を改善し、マーケティングを強化した結果、マストレンドを捉えた商品

の販売が好調。 

 

■グローバルブランド事業：通期は大幅な増収、赤字幅は縮小 

・売上収益は1,231億円、前期比13.8％増、営業利益は７億円の赤字。 

・セオリー事業は、米国や日本を中心に業績が回復し大幅な増収増益。 

・コントワー・デ・コト二エ事業は増収、不採算店舗の閉店や事業構造改革を進め、赤字幅は大幅に縮小。 

 

■2023年８月期の業績予想：大幅な増収、営業利益は大幅増益 

・売上収益２兆6,500億円、前期比15.2％増、営業利益3,500億円、同17.7％増。 

・親会社の所有者に帰属する当期利益2,300億円、同15.9％減を見込むが、これは、2022年８月期は外貨建金

融資産の換算による為替差益などを1,143億円計上したためで、為替影響を除くと前期比で増益の水準。 

・１株当たり年間配当金は、中間配当金340円、期末配当金340円を合わせて680円を予想。 

・2023年８月期は、グループ全体で310店舗を出店する計画。海外ユニクロ事業を中心に新規出店を加速。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

業績概要 

■国内ユニクロ事業：通期は減収増益。下期は増収、大幅増益と業績が回復 

国内ユニクロ事業の当連結会計年度の売上収益は 8,102 億円（前期比 3.8％減）、営業利益は 1,240 億円

（同 0.6％増）と、減収増益となりました。既存店売上高（Ｅコマースを含む）は、同 3.3％の減収となりま

した。上期は、冬物売れ筋商品が欠品し、お客様の需要に応えきれなかったことで、前年同期比 9.0％減収と

なりました。下期は、外出ニーズの高まりに伴い、感動ジャケット・感動パンツやシャツの販売が好調だった

ことに加え、７月以降は気温が高く推移したことから夏物商品が好調となり、同 4.7％増収となりました。通

期のＥコマース売上高は 1,309 億円、前期比 3.1％増、売上構成比は 16.2％となりました。売上総利益率は、

原材料や輸送費の高騰で原価率が悪化した一方で、販売価格のコントロールを徹底したことで値引率が大幅に

改善したことから、前期比 2.5 ポイント改善しました。売上高販管費率は、中長期を見据えて、ブランディン

グ強化のために広告宣伝費を増やしたことや、自動倉庫への戦略的な投資を実施していることにより、同 1.5

ポイント上昇しました。 
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■海外ユニクロ事業：通期は大幅な増収増益。欧州、米国は収益が大幅に改善 

海外ユニクロ事業の当連結会計年度の売上収益は１兆 1,187 億円（前期比 20.3％増)、営業利益は 1,583 億

円（同 42.4％増)と、大幅な増収増益となりました。円安が進んだことで、売上、営業利益とも押し上げられ

ていますが、現地通貨ベースでも増収、大幅な増益を達成しました。 

地域別では、新型コロナウイルス感染症に伴う行動規制の影響を大きく受けたグレーターチャイナを除くす

べての地域で大幅な増収増益となりました。グレーターチャイナは、売上収益が 5,385 億円（同 1.2％増）、

営業利益が 834 億円（同 16.8％減）となりました。ただし、第４四半期３カ月間は行動規制が解除されたこと

で、売上が回復し、増収、大幅な増益となりました。韓国は、増収増益となりました。その他アジア・オセア

ニア地区（東南アジア・オーストラリア・インド）は、売上収益は約 2,400 億円と前期比約６割の大幅な増

収、営業利益率は約 19％と大きく改善し、営業利益も３倍を超える大幅な増益となりました。外出ニーズが回

復したことに加え、積極的なマーケティングにより地元のお客様からの支持がさらに高まり、新規のお客様も

増加しました。北米は、大幅な増収、黒字化、営業利益率は 10％弱を達成しました。コア商品の情報発信やブ

ランディングの強化により、ユニクロのプレゼンスが徐々に確立され、売上を大きく伸ばすことができまし

た。欧州（ロシアを除く）は、大幅な増収、黒字化、営業利益率は約 12％を達成しました。ユニクロの

LifeWear のコンセプトへの支持が高まり、新規のお客様が増加していることに加え、主要都市に出店している

地域旗艦店を中心に販売が好調です。ロシア事業は、引き続き営業を停止しているため大幅な減収、減損損失

を計上したことで赤字となりましたが、連結の業績に与える影響は限定的です。 

 

■ジーユー事業：通期は減収、大幅な減益 

ジーユー事業の当連結会計年度の売上収益は 2,460 億円（前期比 1.4％減）、営業利益は 166 億円（同

17.4％減）と減収、大幅な減益となりました。上期は、品番数を十分に絞り込めていなかったことや、生産や

物流の遅延の影響で売れ筋商品に欠品が発生したことで、販売に苦戦し、減収、大幅な減益となりました。下

期は、品番数を絞り込み、マーケティングを強化した結果、カラースラックスやスウェット風のＴシャツなど

マストレンドを捉えた商品の販売が好調で増収となりました。また、値引きを抑制したことで、売上総利益率

は改善、売上高販管費率も改善し、下期の営業利益は大幅な増益となりました。 

 

■グローバルブランド事業：通期は増収、赤字幅は縮小 

グローバルブランド事業の当連結会計年度の売上収益は 1,231 億円（前期比 13.8％増）、営業利益は７億円

の赤字（前期は 16 億円の赤字）となりました。セオリー事業は、米国や日本を中心に業績が回復し、大幅な

増収増益となりました。着心地がよく完成度の高い軽衣料や、プライスラインを見直した商品を戦略的に拡充

したことで、客層が拡大しました。プラステ事業は、減収、赤字幅は拡大しました。コントワー・デ・コトニ

エ事業は、増収、赤字幅は大幅に縮小しました。不採算店舗の閉店や、事業構造改革を進め、売上高販管費率

が大幅に改善しました。 

 

■2023年８月期の業績予想：大幅な増収、営業利益は大幅増益 

通期の業績予想につきましては、売上収益２兆6,500億円（前期比15.2％増）、営業利益3,500億円（同

17.7％増）、税引前利益3,500億円（同15.4％減）、親会社の所有者に帰属する当期利益2,300億円（同15.9％

減）を予想しています。海外事業の業績予想における為替レートの前提は、期初の為替レートである1ドル

138.7円、1人民元20.0円です。また金融収益・費用も、期初の為替レート１ドル138.7円を前提とし、為替換

算差損益は見込んでいません。なお、円安による業績の押し上げ影響を除くと、売上収益で前期比約10％増、

営業利益で同約13％増、親会社の所有者に帰属する当期利益で同約10％増の水準となります。 

2023年８月期は、攻めの姿勢で事業構造を変革し、グローバルNo.1ブランドとしての基盤を創る一年にした

いと考えています。インフレの進行や、急激な円安など、事業環境は厳しい状況が続いていますが、下記４つ

の重点課題への取り組みを加速し、着実に成果を上げていきます。 

①お客様のニーズに応え、価値に共感していただける商売を実現  

②ヘッドクオーター機能のグローバル化を進め、世界で稼ぐ 
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③事業と一体でサステナビリティの取り組みを加速 

④生産性を重視し、インフレ環境下でのローコスト経営を徹底 

各セグメントでは、国内ユニクロ事業は上期、下期ともに増収増益の予想です。原価率は悪化傾向にあるも

のの、値引率を改善し、売上総利益率は若干の低下に留める計画です。海外ユニクロ事業は、大幅な増収増益

を予想しています。ジーユー事業は大幅な増収増益、グローバルブランド事業は大幅な増収、黒字化を予想し

ています。 

2023年８月期は、海外ユニクロ事業を中心に新規出店を加速する計画です。2023年８月期末の店舗数は国内

ユニクロ事業で809店舗（フランチャイズ店含む）、海外ユニクロ事業で1,740店舗、ジーユー事業で469店

舗、グローバルブランド事業で729店舗（フランチャイズ店含む）、合計3,747店舗に達する見込みです。 

１株当たり年間配当金は、中間配当金340円、期末配当金340円を合わせて680円を予想しています。 

 

IR 情報 https://www.fastretailing.com/jp/ir/ に決算データや各種リリースなどを開示しております。 

 

以 上 


